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中学生が地域防災訓練の中で活躍・・・防災敬老マップの活用
おじいちゃん おばあちゃん大丈夫 私達中学生が見守ります

中学生が地域自主防災会と連携活動（寺島区）
１２月６日（日）の県「地域防災の日」に県内全市

町村で地域防災訓練が実施されました。原野谷中学校

は本年度「県指定研究校（防災キャンプ）」です。６月

の原野谷学園「総会」で中学校と地域との連携協力体

制が総会で採択されました。その結果、原谷・原田地

域の１７自治会から防災ボランティアが選任されまし

た。防災ボランティアから敬老者の情報提供を中学校

が受けて防災敬老マップが完成しました。原田の寺島

地区（両角一夫区長）ではこの防災敬老マップを使っ

て、他地区に先駆けて自主防災会と中学生が連携して敬老者宅の確認活動をしました。中学生の防災

活動の様子を見て、両角区長からは「今回の防災敬老マップ活用は中学生にとっては、地域のおじい

ちゃんやおばあちゃんへの敬老精神を高めると共に防災意識を一層高めたのではないか」と中学生の

真剣な取り組みを大変喜んでいました。

（写真は原田地域の寺島地区中学生と自主防災会員が防災敬老マップで敬老者宅確認の活動風景）

本郷東地区では中学生が防災訓練であいさつ

参加する東区の中学生 竹下防災会長（原野谷学園会長） 鈴木悠士君（原野谷中） 非常食を用意する中学生
ゆうし
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地域の中で中学生が活躍する出番を作ることがとても大切
原田の正道地区からの防災訓練報告

今回の自主防災訓練において、

正道地区の鈴木正彦防災会長から

は「今回ほど若者（中学生）の出

番を作ってあげることの大切さを

思ったことはありません」と原野

谷学園本部への報告がありました。

正道地区の中学生、久米涼雅君と
りょうが

颯将君の兄弟は区民の皆さんに、
そ う ま

地区内住民と一緒に立派な態度で三 三角巾法の紹介（颯将君） 三角巾法の伝達（涼雅君）
そ う ま りょうが

角巾法や搬送法の伝達をしていま

した。本当に素晴らしい活動ぶり

でした。正道地区は２７世帯の小

さな自治区ですが、中学生のよう

な若者との関わりが希薄なため、

このような連携活動は地区民同志

の理解を深めるのに役立つはずと

鈴木会長さんは期待していました。

今回の活動を通して地域からは、 救急法の実践（涼雅君） 看護師による三角巾の伝達
りょうが

子ども達の活躍の出番を考えるなど

の役割分担を明確にしてあげることがもっと必要だとの声があがりました。

小・中合同防災対策伝達講習会
三角巾法と搬送法を教える

質問内容 今回の中学校で作製した防災敬老マップは 【防災敬老マップの活用について】

地域で活用できそうですか。

（回答者：原谷・原田地域の１７自治会の防災会長より）

○ 活用できそう １２人 ７１ ％

○ 分からない ５人 ２９ ％

○ 活用できない ０人 ０ ％










